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（加藤鉄也 環境政策課長） 

環境政策課長の加藤でございます。た

だいまから足立区環境基金審査会を開催

いたします。 

今回も会場とオンラインを併用した

会議となっております。 

ご発言の際は、なるべくゆっくり、は

っきりを意識していただきますようご

協力をお願いします。 

オンラインでご参加の委員の方がご

意見、ご質問等ある場合は、挙手ボタン

でお知らせください。会場参加の委員

の方は挙手をいただき、進行いただく

会長から指名いたします。 

また今回の審査会では、ペーパーレ

ス化を目的とし、配布資料を iPadで共

有しています。お一人につき２台机上

に置かせていただいております。１台

は資料確認用として、審査用の画面が

表示されているiPadは評価入力用とし

てお使いください。ご不明な点がござ

いましたら、職員が控えておりますの

でお声がけお願いいたします。 

それでは、倉阪会長、よろしくお願い

します。 

（倉阪秀史 会長） 

はい。倉阪でございます。 

 ただいまから足立区環境基金審査会

を開会します。本日は、委員定数９人の

ところ、７人出席しておりますので、会

議が成立していることを報告いたしま

す。会場参加が５人、オンライン参加が

２人、欠席が２人です。 

次に、議事録署名人の指名をさせて

いただきます。 

会場にお越しいただいているさの委

員と中島委員にお願いします。 

それでは続いて次第の３、資料の確

認、会議公開規定の取扱いについて事

務局からお願いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

それではまず、資料を確認します。事

前に送付またはiPadに共有した資料と

して、本日の次第、委員名簿、環境基金

助成申請一覧、評価の考え方と採択の

基準（案）、評価項目シート、申請書類

６団体分がございます。 

なお、開催通知には８件分の申請と

記載をしておりましたが、その後申請

者からの申し出により２件の申請が辞

退となりました。そのため本日は６件

分の申請について審査していただきま

す。 

続いて、会議公開規定の取扱いにつ

いてご説明させていただきます。足立

区環境基本条例の規定により、「審査会

の会議は公開とするが、議決があった

ときは、非公開とすることができる。」

となっております。 

前回までの審査会では、申請内容を

評価、審査することは、公開になじまな

いことや、公開とすることで申請者が

傍聴する可能性も出てきてしまうこと

から、審査に関する部分は非公開とす

ることを決定させていただいておりま

す。今回の審査会においても引き続き

審査は非公開とさせていただくという

ことでよろしいかご確認をお願いした

いと思います。 

（倉阪秀史 会長） 

ただいま事務局から説明があったと

おり、本審査会の公開、非公開について

議決を取らせていただきます。事務局

の提案としては、申請者のプレゼンテ

ーションや質疑応答までは公開し、そ
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の後の審査は非公開にするというご提

案ですが、ご意見などございますか。 

（異議なし） 

それでは、審査の部分は非公開とさ

せていただきます。 

 続いて、審議の諮問について、事務局

からお願いします。 

（荒井広幸 環境部長） 

 はい。本来であれば区長から諮問申

し上げるところではございますが、私

の方から代読をさせていただき、諮問

書をお渡しさせていただきます。 

（諮問書 朗読） 

よろしくお願いいたします。 

（倉阪秀史 会長） 

ただいま諮問をいただきましたので、

今回は６件の申請について審査をしたい

と思います。 

それでは次第の５、評価の考え方と採

択の基準について、事務局から説明をお

願いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

 まず、評価方法について説明いたしま

す。評価の考え方と採択の基準（案）を

ご覧ください。 

 iPad は資料フォルダ内の評価の考え

方と採択の基準（案）をご覧ください。 

申請はファーストステップ助成と一般

助成に分かれます。受付番号１番から５

番がファーストステップ助成、受付番号

６が一般助成の申請でございます。ファ

ーストステップは書類のみでの審査、一

般助成はプレゼンテーションと質疑応答

がございます。今回は区が設定する課題

対応型部門への申請がございました。評

価のポイントを記載いたしましたのでご

確認ください。 

続きまして、評価項目シートをご覧く

ださい。 

全８項目を、０から５までの６段階

で評価をします。３以上の評価であれ

ばその審査項目は基準を満たしている

と判断されます。評価項目の内６項目

は共通で、２項目は部門ごとに異なり

ます。評価コメント欄には、活動内容と

活動経費の視点から、評価する、あるい

は評価しない理由、または疑問点や条

件を付けたいことなどのコメントをご

入力ください。採択・不採択をご検討い

ただく際に使用します。 

また審査は、会場でご参加の委員は

iPad から入力を行っていただきます。 

オンラインで参加の方は、事前にお

知らせしたＵＲＬからアクセスの上、

入力をお願いいたします。 

次に採択について説明いたします。集

計作業終了後、評価の集計結果とコメン

トをスクリーン上に公開します。その結

果を踏まえ、各申請について１件ずつ議

いただき、採択・不採択を決定していた

だきます。 

採択の目安は全委員の合計が、６割以

上、つまり平均が３以上の評価とします

が、例えば５割以下の点数を付けた委員

がいる場合など、評価にばらつきがある

場合は協議のうえ採択、不採択を決定し

ていただきます。また、活動の一部のみ

認めること、助成金の使途を限定するな

どの条件を付けるときは、皆様のコメン

トなどを考慮して、協議のうえ決定いた

だきたいと考えております。 

案件によっては、審査が難しいことも

あるかもしれませんが、公費を使っての

助成でございます。学識、区議会議員、

区民それぞれのお立場や視点で審査をお

願いいたします。 
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以上事務局案について説明いたしま

した。 
（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございます。評価にあたっ

ては、０点から５点までの６段階で評価

するということでございます。採択の目

安としては平均３以上ということになり

ます。採択してもよいという案件につい

ては、３以上の評価で進めてください。

ただ、集計の結果バラつきが生じた場合

は、協議の上決めていきたいと思います。

評価、採択について、ご意見などござい

ますか。 

（異議なし） 

それでは、評価と採択の基準は、事務

局案のとおりで進めさせていただきます。 

審査に移る前に一点確認をいたします。

委員の皆様の中に、本日の申請者と利害

関係のある方がいらっしゃいましたら、

挙手をお願いします。 

（挙手なし） 

利害関係者なしと確認しました。 

それでは、次第の６、ファーストステ

ップ助成の書類審査に移ります。 

iPad でご覧いただく方は申請書フォ

ルダから該当の申請書を開いてください。

ファーストステップ助成は書類だけで審

査をします。申請が５件ございます。 

それぞれについて意見交換を行いたい

と思います。 

【評価については非公開】 

（倉阪秀史 会長） 

続きまして、一般助成の審査です。事

務局から申請者の入室のご案内をお願い

いたします。 

（申請者入室） 

（倉阪秀史 会長） 

それでは、申請内容について８分間程

度でご説明をお願いします。２分前と終

了のタイミングで事務局からアナウンス

いたします。その後約１０分で質疑応答

をさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

よろしくお願いいたします。 

Adachi Plastic Upcycleの長谷川と申

します。今年度は、昨年度の拡充として

申請させていただきました。活動の内容、

昨年度の実績、活動目的と目指す姿、活

動のプランの順番でご説明させていただ

きます。 

まず、活動内容です。Adachi Plastic 

Upcycle についてお話します。我々足立

区のコーヒーショップ八重洲コーヒーに

集まったメンバーで構成されています。

お客様からの紹介で Precious Plastic

という活動を知り、地域の中で出たプラ

スチックごみを、地域の中で再生し、循

環型社会を目指す Plastic Upcycle とし

ての活動をスタートしました。Precious 

Plastic についてですが、オランダのデ

イヴ・ハッケンス氏が発案したプロジェ

クトです。誰でも簡単にプラスチックご

みを美しい製品に生まれ変わらせる機械

を開発し、その作り方、工程を全て公開

することで世界のアップサイクルの輪を

広げることを目指しています。地域に根

差したコミュニティ活動であり、家庭で

出たプラスチックごみを集め、そのごみ

を専用の機械を利用して家具やコースタ

ー、アクセサリーなどに再生させます。 

次に、昨年度の実績についてお話させ

ていただきます。まず、ペットボトルキ

ャップの回収から始めました。回収ボッ

クスを設置してからすぐに１０名程度の
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方から１００以上のペットボトルキャッ

プが集まりました。現在では、４５Ｌの

ゴミ袋が７袋ほど集まっています。一時

的に中断していますが、またすぐに再開

する予定です。 

続いて、ワークショップについてです。

八重洲珈琲にて、１０回開催しました。

月１回の開催と特別開催です。１回の参

加人数は５名から１０名でお子さんや２

０代から４０代の年齢層の方に参加して

いただいた印象です。シャイニングスタ

ーさんでは、夏休みの出張ワークショッ

プを行いました。こちらはバトントワリ

ングのチームで、小学生から大学生が選

手として在籍しており、選手とその父母、

また講師を対象に行いました。次に、あ

やせぐるぐる博への出店の様子です。順

番待ちができるくらい人気のワークショ

ップでした。年齢層は３０代から４０代

のご両親と一緒にお子さんが参加されて

いる印象です。 

ＳＮＳは、八重洲珈琲のインスタグラ

ムで周知しました。フォロワーの人数か

らそちらで行った方が多くの方に知って

いただけるのではないかということから

八重洲珈琲のアカウントを使用しました。

今回の活動に関しては、アカウントを新

しく立ち上げまして、そちらで発信する

予定です。 

次に、活動目的と目指す姿です。活動

目的は、地域のコミュニティを作り、地

域の子どもや若年層の環境問題の意識の

醸成をします。二つ目は、再生プラスチ

ックを利用した製品、鉢、皿、コーヒー

フィルターホルダーを販売することによ

り、アップサイクルされたかっこいいプ

ロダクトから若年層にむけてアップサイ

クルの魅力を伝えていきます。若年層が

集まりやすいスペースを作り、地域住民

への指導を行っていきます。 

現在使用している押出成形機を使った

プロダクト製作は、技術が必要であった

り、使用する人によっては製作が難しい

こともあるので、射出成型機を購入する

ことによって、参加する年齢の幅をお年

寄りから小さいお子さんまで楽しめるよ

うにと考えております。 

目指す姿は、地域で増えるプラスチッ

クごみ、家庭や職場ででるものを集めて、

我々が美しいものにして地域に戻すとい

うコミュニティを目指して活動しており

ます。 

今後のプランですが、引き続き機械を

使用して、集めたプラスチックごみを粉

砕します。それを今年度申請させていた

だいた射出成型機に金型をつけて成型し

ます。そうすると、より綺麗な製品がで

きてより多くの方に興味を持っていただ

けると考えます。 

活動プランです。フェーズ１として機

器の導入と金型のデザインと試作を行い

ます。４月下旬に区内の園芸店や、珈琲

豆の卸売業者、また八重洲珈琲のお客様

からヒアリングを行い、プロダクトのデ

ザインを開始します。６月から７月にデ

ザインを決定し、７月中に発注先である

kiix さんでオペレーションを行うため

の研修を行います。７月から８月に金型

の完成と、射出成型機の購入と設置、試

作を行います。フェーズ２はワークショ

ップへの導入と周知です。８月から来年

の３月３１日まで定期的にワークショッ

プを行いながら、その様子をＳＮＳで発

信します。８月には、ＭＫＥシャイニン

グスターで出張ワークショップを行う予

定です。フェーズ３では、福祉施設との
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連携の準備を行います。既にお話はして

いますが、生産量等詳細について相談さ

せていただこうと考えております。 

最後に、我々は今後も地域と一緒に循

環型社会を目指していきますので、よろ

しくお願いします。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

ご質問等はございますか。ある方は挙

手をお願いします。 

町田委員お願いします。 

（町田怜子 委員） 

発表ありがとうございました。 

フェーズ３で福祉関係に展開していく

ということでしたが、具体的にはどうい

ったことを検討されていますか？ 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

具体的には、区内のあいのわ福祉会さ

んと進めます。コロナをきっかけに利用

者の方々と社会との接点が薄れてしまっ

たというお話から、商店街やご家庭等に

出向いてペットボトルキャップの回収を

行っていただきます。そこから色分けと

洗浄を行っていただいたものを我々が粉

砕して成形してということを考えていま

す。 

（町田怜子 委員） 

そういった方の役割もあって、地域の

活動が多文化共生の社会になったらと期

待します。ありがとうございました。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

他にご質問等はございますか。 

袖野委員お願いします。 

（袖野玲子 委員） 

 発表ありがとうございました。２点質

問をさせてください。１点目は成型機が

高額ですが、今回ご提案いただいている

４種類以外にも様々なものに使えて今後

の発展性という点で、汎用性があるもの

なのかということをお伺いしたいと思い

ます。 

もう一点は、プラスチックのリサイク

ルの普及、意識向上が目的かと思います

が、本来はそもそもペットボトルを買わ

ないということが大事です。マイボトル

を持ち歩くとか、ペットボトルの使用を

抑制していくという方向性が最も重要で

すので、そういった観点からの取り組み

について何かお考えはありますでしょう

か？ 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

まず、最初のご質問について汎用性が

あるかということについてですが、射出

成型機は金型を使用して、金型どおりの

製品プロダクトを作るものなので金型を

変えれば違う形の製品が作れます。そう

いった意味での汎用性はあります。 

 次に、プラスチック製品を減らすとい

う観点ですが、確かにそうしていくべき

であると思いますが、現状プラスチック

製品で溢れています。それらを生活に近

いところで再利用していくことによって

意識の醸成を図り、最終的にはプラスチ

ックの使用に関して意識を向けていただ

けたらこの活動が有意義なものになると

考えております。 

（袖野玲子 委員） 

 ありがとうございます。プラスチック

製品をリサイクルすればどんどん使って

いいというような間違った方向にいかな

いようにワークショップを行う際などに

は、正しい情報をお伝えいただくように

注意していただければと思います。   

以上です。 
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（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

他にご質問等はございますか。 

岡田委員お願いします。 

（岡田将和 委員） 

ありがとうございます。まず一点目で

すが、足立区として今年４月から荒川以

南をモデル地区としてプラスチックの分

別回収が始まりますが、こういった活動

を通じて何かビジョンをお持ちかという

点です。 

二点目が金型についてですが、４つの

金型が４万から１０万とありますが、ア

ウトプットの内容が区内園芸店、コーヒ

ーショップということで結構制限されて

いるような印象があります。３００万円

かけて、何か付加価値をつけるような、

例えば足立区内事業者さんに対しこれだ

け役に立てるというようなビジョンや企

画はありますか？ 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

まずプラスチックごみの回収に関して

ですが、身近なところでできるアップサ

イクルとしてＰＰとＰＥを使用しており、

また余計なものが混ざっていないという

点でペットボトルのキャップの回収を行

っています。そこから、例えばプラスチ

ックのおもちゃを区内の製作会社と金型

含めできないかという話を進めています。   

二点目ですが、福祉施設との連携や過

去にワークショップを行ったことがある

マルイ等でもワークショップを行い、参

加者の意識の醸成ができればと考えてお

ります。また、プラスチックを扱う業者

さんと進めていきたいと考えています。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

他にご質問等はございますか。 

中島委員お願いします。 

（中島こういちろう委員） 

ありがとうございました。今までの取

り組みについて信念をもってやってらっ

しゃると思います。その中で一点お伺い

したいのは、長谷川さん自身色々な目的

でやってらっしゃると思いますが、そも

そも何故この取り組みをしているのかを

教えてください。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

はい。始めは近所の方と一緒に植物が

好きということで集まりました。そこか

らプラスチックのネームプレートや鉢の

製作を自分たちでできないかと考えまし

た。 

また、ごみを再生することで地域の役

に立つという思いが始まりです。私自身、

足立区千住出身で、何か町会の方と一緒

に出来たらいい社会になるのではないか

という思いがあるのと、福祉施設の方と

の出会いがあって、私たちの活動が役立

ちそうな印象であったので、ぜひ進めて

いきたいと考えております。そういった

思いがモチベーションになっています。 

昨年度行った活動では人的コストがす

ごくかかっていますが、活動を行うこと

で地域の環境を変えられるのではないか、

少しずつできるところから始めることで

自分たちが見てる景色が変わっていく期

待もモチベーションになっています。 

（中島こういちろう委員） 

ありがとうございます。おそらく費用

面でも持ち出しがあると思われます。た

だ今回の申請書は、３００万円の中で、

金型に関して結構コストがかかっていま

す。全体で見たときに、金型があること

で今までの活動と大きく変わってくると

いうことですか？ 
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（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 今までは押出成形機のみを使用してい

たので、成形に関しては参加者の技術に

よるところがありました。また、２００

度近い熱を利用するので小さいお子さん

や高齢の方には危険なため、ワークショ

ップに年齢制限をかける必要がありまし

たが、射出成型機であれば自動で押出た

ものをお渡しするのみなので年齢制限を

設ける必要がなくなると考えています。 

お持ちいただいたごみが製品に生まれ

変わったところを見せることで、より普

及できると考えます。そのため射出成型

機は必要と判断しました。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

他にご質問等はございますか。 

さの委員お願いします。 

（さの智恵子 委員） 

 ありがとうございました。 

 福祉施設の方々もキャップの回収等を

行うということでしたが、ワークショッ

プに参加した方の行動変容が重要だと思

います。自分がもってきたキャップを使

ってワークショップを行うこともありま

したか？ 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 はい。ありました。持ってきていただ

いたものをその場で粉砕機で粉砕し、粉

砕したものをお子さんにアイロン等で成

型する体験をしていただきました。 

（さの智恵子 委員） 

 小学校などでもキャップを集めている

ところもありますので、是非行動変容に

つながるような活動をしていただければ

と思います。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

機材は、ワークショップを行う際など

に持ち運びできるくらいの大きさでしょ

うか？ 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 はい。持ち運び可能です。小学校でワ

ークショップを行う際にも問題なく運べ

ました。 

（倉阪秀史 会長） 

 押出成形機と射出成型機をまとめて運

べる大きさでしょうか？ 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 はい。イベント等に持っていき、皆様

にご紹介できればと考えております。 

（倉阪秀史 会長） 

 できるだけそういった場を設けてくだ

さい。 

また、活動の内容を八重洲珈琲店から

切り離してＳＮＳを作られると記載があ

りますが、現在は珈琲店のインスタのア

カウントを利用していますので、足立プ

ラスチックアップサイクルのＳＮＳで発

信をしいていただきたいと思います。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 はい。わかりました。 

（倉阪秀史 会長） 

 他にご質問等はございますか。よろし

いでしょうか。長谷川様ありがとうござ

いました。ご退出ください。 

 ＜申請者退出＞ 

（倉阪秀史 会長） 

続いて、委員の皆様で意見交換をし、

そのうえで、評価していただきたいと思

います。 

【評価については非公開】 

（倉阪秀史 会長） 

 それでは、委員お一人が離席されてい

ますので、採択審査の前に事務局から事

務連絡をお願いします。 
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（加藤鉄也 環境政策課長） 

 はい。今回環境基金の助成部門の新設

についてご説明させていただきます。 

部門名は、eco U-30助成（仮）という

名称で考えております。こちらの部門の

目的は区の課題である若年層の環境意識

の向上や、行動変容に繋がる活動を広く

募り、取り組みを促進させるということ

を目的としています。 

対象としては、子どもと大人が一緒に

参加する取り組みと、若者が主体となっ

て活動するという環境活動を対象として

います。 

助成金額の上限ですが、ファーストス

テップ助成の上限２０万円に対し、上限

３０万円としています。学生を対象にし

たいということで同一内容で３年間まで

申請可能と考えております。ただし、２

年目３年目に助成を受ける場合も申請が

必要で、申請ごとに審査会の審査を受け

ていただく必要があり、上限額は、初期

費用の減額を鑑み２年目以降は上限２０

万円と考えております。 

審査方法は、ファーストステップ助成

と同様書類審査のみとしたいと考えてい

ます。 

続いてスケジュールです。令和６年度

第二期から eco U-30 助成の募集開始と

審査をしていただきたいと考えておりま

す。 

令和７年度からは第一期と第二期で募

集部門を分けて進めていきたいと考えて

おります。第一期では、一般助成とファ

ーストステップ助成を募集、第二期では

eco U-30助成とファーストステップ助成

の募集をしていきます。理由としては、

一般助成で過去採択された大学や団体か

ら活動期間を十分に確保したいという要

望があったことから第一期のみの募集に

変更し、eco U-30助成の募集に関しては、

学校やＰＴＡ、子どもの支援団体の体制

が４月から変わることを考慮し、第二期

のみの募集としております。 

以上、環境基金の新部門の設立につい

てご説明させていただきました。事務局

からは以上です。 

（倉阪秀史 会長） 

 ありがとうございます。何かご質問等

ありますでしょうか？ 

（荒井広幸 環境部長） 

 補足ですが、若い方に環境の考え方を

届けたいと考えており、この部門を作る

ことで、例えば大学等に営業に行くこと

ができるようになります。この内容は４

月の産業環境委員会でご報告をさせてい

ただく予定です。 

（倉阪秀史 会長） 

 ありがとうございます。 

 大学のサークルでも手を挙げることが

できるということですね。 

（荒井広幸 環境部長） 

 はい。学生が自分たちで何かやってみ

ようとなったところで繋がればと考えて

おります。 

（岡田将和 委員） 

 区内在住者に限られますか？ 

（荒井広幸 環境部長） 

 区内で活動していただければ、区内在

住者に限りません。 

（倉阪秀史 会長） 

 上限３０万円ですが、書類審査のみと

いうことでしょうか？ 

（荒井広幸 環境部長） 

 はい。申請のハードルを下げる意味合

いがあります。 

（さの智恵子 委員） 
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 高校生は対象になりますか？ 

（荒井広幸 環境部長） 

 対象です。中高連絡会議等ございます

ので周知していきたいと考えております。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

 子どもを対象とするＰＴＡも対象にな

ります。 

（倉阪秀史 会長） 

助成をうけた団体の活動報告を直接聞

けるような場はありますか？ 

（事務局） 

 活動終了に活動報告書は提出していた

だきます。 

（さの智恵子 委員） 

 まちづくりトラストでは活動した団体

が発表をしているので、そういう機会が

ほしいところです。 

（倉阪秀史 会長） 

 そうですね。入口のハードルを下げる

ことは必要だと思いますが、助成を受け

た活動に関して区民に内容を知ってもら

うような発表を行う場がある方がいいよ

うに思います。 

（中島こういちろう委員） 

 すべての団体でなくても、一部の団体

でもいいと思うのですが、いい取り組み

をされた団体には発表をしていただける

といいと思います。 

（倉阪秀史 会長） 

 今はオンラインでも発表できるのでそ

ういったものを利用するのもいいと思い

ます。 

（事務局） 

 採択された団体にお声がけして、お呼

びしたりできればと思います。 

（荒井広幸 環境部長） 

 報告用の動画を作成していただくなど

も検討します。 

（倉阪秀史 会長） 

 ありがとうございます。 

それでは、委員が戻られましたので、

採択・不採択を取りまとめます。 

受付番号１・足尾銅山の現在を知り、

環境活動と地域を考えるは不採択、受付

番号２あだち気候区民会議は採択、受付

番号３廃棄される野菜の有効活用と、地

域住民への周知活動は採択、受付番号４

食品寄付とドギーバッグ協力店が表示で

きる「Messhare（メシェア）」アプリに

よる産官学 NPO 連携 PR キャンペーンは

不採択、受付番号５子ども食堂でＳＤＧ

ｓは不採択、受付番号６廃プラスチック

のアップサイクルとワークショップは採

択となります。 

委員の皆様、ありがとうございまし

た。これで本日の審査は終了いたしま

す。 

審査結果は、事務局を通じて、区長に

答申いたします。答申書については、時

間の都合もありますので、会長に一任い

ただく形で、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、私の方で答申書を取りまと

めます。最後に委員の皆様から何かござ

いますか。 

（さの智恵子 委員） 

 今回申請数６件に対して採択件数が３

件という結果について、事前の相談の際

に事務局からアドバイスをしていただい

て審査会に通していただければと思いま

す。 

また、活動者の発表などがあると審査

する側も参考にできるので、検討してい

ただければと思います。 

（中島こういちろう委員） 

 今回の審査もですが、旅費と物品につ
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いて事務局でもある程度基準を設定して

いただきたいと思います。 

（事務局） 

 考えを整理し、募集要項等の発信の仕

方を検討していきます。 

（倉阪秀史 会長） 

 他ございますでしょうか。 

ないようですので、事務局から事務連

絡をお願いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

 長時間にわたり、ご審議いただき、あ

りがとうございました。事務局からのお

知らせです。 

次回の環境基金審査会ですが、第二期

の申請についての審査会は７月２４日の

午後に開催する予定でございます。詳細

は１か月前頃にご案内させていただきま

す。 

事務局からは以上です。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

これをもちまして、環境基金審査会を

閉会します。ありがとうございました。 

以上 




